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11. 北海道に於けるカラスの被害とその防除の研究

カラスによる玉萄黍播種期の被害及びその諌防について

良賀芳

(北海道大事農芸基調り

Studies on the damage done by the crow in 

Hokkaido and methods of control. II. 

The Damage on the Corn Y oungling. 

Ryoichi Haga By 

カラスによる農作物の被害については，それ

が極めて分散的であるため，科・撃的主主報告は今日

まで殆んど、みあたらない。然しながらカラスーの農

作物に封ずる被害は，五l及び野兎による被害と共

に農林業上に於ける大きな桐題である。

従来北海道に於ては農作物の播種及び護芽期

に於てカラスの容が著しく，毎年補椛や再播種を

飴義なくされる農家も少友くなく，屡々それが高

額に建する事も稀ではない。とれがため古くは開

拓使が熊や狼の捕獲奨励と共に，連年烏腫除のた

めに多額の費用を投じたととは先に犬飼，神野，

芳賀 (1952)の報脅したととろでるる。又近年に於

ては狩猶法施行規則の改正と共に北海道では道林

政課狩猫係が中心となってその駆除につとめ，最

近5箇年聞の平均年捕獲教は第 1表に示す如く

8高6千羽以上に達している。狩猫統計(1951)に

よれば昭和20年以降5筒年聞の全国の年平均烏

捕獲教は 52高羽以上に建するが，北海道ではさを閣

総捕獲童文の買に 1/6を占めている。然しながら農作

物のカラスによる被害は相官の駆除成績にもかか

わらす・依然として低下せや，その有効な防除針策

がないために十勝，北見地方に於ては農家の悩の

たねとなっている。しかもとの様主主傾向は北海道

綜合間護計書による開拓の進行と共に，新開型地

等に於て特に留意すべき問題で軽面見出来たい扶態

にるる。

筆者は，北見遠軽地方のトウモロコシ措種期

(昭和 27 年度)に於ける被害地~調査し，蕃殖期

のカラスとトウモロコシ播種期との聞に密接友関

係のある事を観察したので，ことにその概略を報

告し参考に供する。

本調査について種々御指導下された犬飼哲夫

教授に深謝し，色々御援助下された北海迅林政課

粛藤春雄氏に封し感謝の意を表する。又本研究に

は北海道科拳研究費の助成を受けてたされた。

言緒1. 
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22 28，002 17，402 45，404 

23 35，340 53，349 88，689 

24 87，687 49，488 137，175 

25 3ラ，722 45，945 1，18ラ 82，852 

26 35，366 43，151 1，515 80，032 
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II. 被害地の景観

被守地の紋別郡遠軽町は北見地方に於ける者:

名な農林業の中心地であるが，同地は大雪山系に

品:iを殻する湧別川の河川地坊に殻挫し， lIIIの雨側
には標高凡そ 100-200mの山が誼続している。と

の山麓地帯には主としてナラ，イグヤ，カツラ，

ダケカンパ，ハンノキ，ホオノキ， ドロヤナギ，

ミズキ，クモ等の澗葉樹の第二女林が更新し，各

栂野口を始めカラスの最誼の棲息地となっている。

特に町の北部にそびえる股望岩には冬季数千羽の

カラスが時り絶好の棲息、場となっている。被害地

である向遠軽の地形は，湧別川の東側の綬傾斜地

及び丘陵地帯で，主に7kEH，• t.ln及び果樹l持等に利

用されている。叉との農耕地の間に小さな雑木林

が至るととろに繁茂し，野鳥の蕃殖には杢く女子、適

のfg長件をなす。

III. 被害航況

カラスによるトウモロコシの被害は，極まき

から取入れ，乾燥貯械に至るまで各期を通じであ

らわれるものであるが，今回調査した遠軽地方で、

は帰路琵芽期に於ける被害が著しく，再t番町を 3

回もなしたが，更に幼主iが引抜かれ全滅してしま

った農家さえるうた。との外引抜かれた株の柿植

又は迫播をしたととろも相官にあったが，その被

害が分散的で、あったために被害を集計ーするととは

出来なかった。

本報合には最も被害の著しかった向遠軽の某

農家についてその概況を記載する。

被害地のトウモロコシ播種面積は3反歩で，

5月15日に第四 1日の播棋を行いこれが6月4日

前後に殻芽し始めた。ーその頃今迄るまり目立たな

かうたカラスが集まって来て 2日聞に殆んど全部

を引抜き，地下にあった極子を啄食してしまった。ー

そとで6月8日に第2回日の播種をしたが， とれ

も亦護芽と同時に引抜かれ，更に再播種を飴儀友

くされた。 6月24日にuc3回目の播種を行ったが
とれも亦全滅してしまい，同地では全くトウモロ

コシを杭えるととが出来泣い欣態に至った。:再播

租1と被害との開係は第2去に示す通りである。

第 2表 (面積3反歩)
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f占I第 2回日第3回目には風日付によって護芽を促

進せしめて後橋租した。

l司I也に古さけるカラスはヂ合んどがハシプトガラ

スで・ハシボソカラスの教は比較的少なかった。カ

ラスは播種したトウモロコシt.1I1に小型三闘ですI~来し

芽を出すのを作っていた椋に殻芽してくるトウモ

ロコシの幼市を共々に引抜き，その下部について

いる種子を食べた。即ちカラスはトウモロコシの

種子以外の部分は殆んど食っていないからその日

的とするととろは柔軟になったトウモロコシの種

子でるることが明らかで、ある。また被守地の地中

にはミミズやコメツキムシの幼品及び夜盗賊の自lHi

などが棲息している :)'t~などから，とれ等の守品業Ji

もー絡に実べているものと忠われる。第2回第3

回日の播積l切には全地域に細を張りめぐらし，電

球，ボ、ロイli， トタン取等をさげたが殆んど効:!.l~は

みられなかった。

被害地に隣接する耕作地には萎，ノj、豆，馬鈴

薯等が杭えられているが，それ

が2友主く， 且つ同地より品が約戸(;J2 km離れたととろのト

ウモロコシは全く害をうけていたかつた。とれ勾;

の被害欣況を同地の人々の話から総合すると，ヨえ

の如くである。即ちカラ不による最初の被害殻生

は6月3日前後で，来集したカラスは殆んどハシ

ブトカボラスらしい。カラスの裁は第1回目の時よ

りも第2回目が多く，第3回目には更に津山来集

したとのととでるる。 トウモロコシは主に護芽と

共に引抜かれその種子を食べられたのであるが，

近接する j!!~被害地のものでは 7 月 3 日には草丈が

千均 2J(以上にまで生長していた。とのとき第1

回日に播種したものの平丈は lR5寸内外，第2

回目のものが9寸前後で，第3回目のものは 4寸

程であったが，結局との被害地ではトウモロコシ

以外の作物を杭えるより他に手のほどとしようの
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ないj伏態であった。

IV. 蕃殖期に方空けるカラスの

生態と被害の関係

北海道には現在3積のカラスが棲息するが，

との中でワグリガラス (C'orvus wrax kamtschaticus 

Dybowsky)は冬季期lだけ少数北海道司沿岸に飛来す

るもので，本道に於けるカラスの被害は全て九シ

プトガラス (Corvuslevillantii japonensis Bonaparte)と

ハシボソカ「ラス (Corvuscorone orientalis Eversmann) 

の2種によるものである。

雨種は非蕃殖期には吐合的集園生活をなして

いるが，蕃殖期にはその某国を解いて排他的な雌

維による家族生活を皆む。一般にカラスの集固は

ハンプトヵーラスとハシボソカゃラスの雨f~ltによって

構成されているが， Mayr (1942)は同地域に共存す

るいくつかの近縁積を伽npatlcと呼んで、いる。史

に北海道に棲息する雨積のカラスの棋に，形態的

にも生態的にも組めて類似し，しかも殆んど同じ

生日形を示すものを特に Siblillgspeciesと呼んでい

.るo 札幌に於けるカラスの集倒活動の研究によれ

ば，雨種聞には昼間i的にも時tm的にも I切らかな桜
分けがみられ興味ある結果が得られている。カラ

スの集国に於ける雨極の棲分けは，カラスの農作

物に封する被害防除及び駆除の封策をたてる上に

於て研究すべき問題であると}l:!，われる。

札幌に於ける観察ではカラスは3月10日1;11か

ら明らかな courtshipをみせ始め 3月下旬から

4月初旬にかけて交尾する。 4月初旬となると雨

種共雌雄で士宮巣にとりかかるが，営巣期前には屡

々 100-200 羽の集闘で同知iのlG耕地にラt~集し，地

中から露出したミミズや夜蛾の柄ネキリムシ等を

啄食する。との桟な:IU，態はカラスの害品駆除の最

もよい一面であるが，また乾燥中のデントコーン

やトウモロコシを食害する事も多い。との様な現

象は皆巣の進行と共に減少し 4月中旬の集凶解散

期以後には殆んどみるととが出来なくなる。

カラスはiiLの外形を 2日依で作り上げ産庄は

4日内外で完成する。即ちカラスの替巣期間は 1

週間内外であるがそれは替民地の遺巣材料の多少

によって異るととは勿論である。管巣について興

味あるととは，治iilが集閤をく歩さす、して行われ

た-Æfi.でるる。つまりカラスは ~ryJに大集 I~，~の時りか

ら幾つかの詳に分れて夫々の皆民地の万向に飛び、

立ち，皆*地に来ると砕から分れて自己のiiLに雌

雄で飛来する。就ta~はとれと全く逆であるが，と

の様な集[請を解散するのは4月15日前後で比較的

短期間に解散するのが観察された。

交尾から産卵までの日教については明らかで・

ないが産卵は通常巣の完成と同時に行われる様で

ある。産卵童文は雨極共4f6'iが最も普通であるが，

抱卵は山階(1951)によれば第 1産卵と同時に開始

ナる。札幌に於ては雨極共4月初日前後に抱卵を

開始し5月10目前後に駒イじした。即ち抱卵期間は

雨樟共に 18-:.-19日聞の様である。

カラスは集図解散と共に完全た Territoriali ty 

を示し，排他的な家族生活を替む。との校友時期に

至るとカラスの行動範聞は極度に限定されて，遠

方に行く事は勿論iiLから離れるととさえ殆んどた

く，全ての行動が抱卵と育雛に集中されるD 一般に

抱卵は日中は雌のみが行うらしく維は誕の近くに

とどまり警戒の任に古っているが，夜間JI'Lは雄も

闘係する様である。解化後3日{立の間は雌雄共に

あまり*から離れるととはないが 4日日頃から

暫時頻繁に51から離れる校になる。雄は雌よりも
行動が所設で常に雌を誘導し，9s{.化後1週間口以後

には屡々人tillや家事に封して攻撃を加え始め，と

の頃から雛は殺l応に食物を要求し始めるJ践である。

育雛期は雨紐共に 35日乃至40日で，巣立は 6月

初日前後で・あった。育雛Wlの中頃からは行動が極

めてf丹波となり，雌雄で附近の同t.filに飛来し也播

した水fJjやトウモロコシの畑等;に大きな被害を力n

える椋になる。従ってカラスの多数棲息する地域

で， トウモロコシの芽が6月中旬に出る所ではそ

の被害が著しく，再播罰してもすぐに全滅する事

も珍らしくない。

巣立した子ガラスはその後1筒月ばかり親鳥

に伴われておJ子の群で行動をするが 7月中旬に

は近隣の紘子の1洋が寄り集まってIJ、集闘を作る桟

になり 8月初旬には遂に完全な集11，<1を形成する。

若雛は絶えや親からのnr!J育をうけるが，府化後50

日口 f立からJïl~罰で実物を啄食出来る校になり，僻



初期は殆んどよIIから離れたい。
以上の 4酷から既越の如くトウモロコシの播

種及び殻芽期とカラスの蕃殖期に於けるtri;動との

問に特接な閥係、の有-在する事が司tiわれる。カラス

は普通雨種共5月10目前後に雛を瞬化しそれ以後

漸次市j設な採食行動をする椋になり育雛中期以後

には全く旺盛な活動をする。との時の正常なトウ

モロコシの護育朕態をみると 5月初旬に播種した

早生種では下旬には草丈が8，9寸に達しカラスの

活動旺盛とたる 6月初旬には 1尺以上に護育して

いる。一般にトウモロコシは深根性の植物である

から 1尺以上の草丈になるとこi二中にすっかり固着

してしまい，カラスには容易に引抜かれない。稀

に引抜かれるととがあっても種子は殆んど吸収さ

れているので，カラスに食べられるととはない。

それにひきかえ被害地のト，ウモロコシは6月初旬

にようやく殻芽し始めたばかりで，カラスに容易

に引抜かれる~Ik態である。それ故育雛中期の活動

旺盛となったカラスはこの幼弱なトウモロコシ:J:Ul

に来集し，護芽した幼苗を噴で、簡草に引抜き，下

部の種子を啄貧する事は営然の:fj';:と察せられる。

-以上の事賞からカラスによるトウモロコシの

被害は，播種したトウモロコシの殻芽が丁度カラ

スの活動旺盛ゑ育雛中期に嘗るために護生するも

のと推察される。それ故にカラスの多数棲息する

地方に於ては，地i且等の気象僚件を考慮の上lf.期

北海道大挙農王製部紀要

化後2箇月目には成休と殆んど授らぬM態にまで

殻育しやがてカラスのj仕令的集閤を構成する肢

になるものである。

以上が蕃殖期に於けるカラスの生態であるが

稀に皆巣を行わないものもいる。野幌原始林で親

察したととろによれば，原始林内で多数のカラス

が営巣しているにもかかわらや，附近の鍛造防雪

林に常に 60-80羽の小集闘が形成されていた。

また札幌に於ても 10-20~司の小国が持績されてい

るのを観察している。とれ等の個体を調べてみる

と一般に体形が小さく且つ生殖器の護育が不良或

いは萎縮していた事から非蕃殖期の欣態が持植さ

れたものと推察される。第3表はカラスの蕃殖と

トウモロコシの被害との闘係を示したー観察で、あ

278 

る。

被害費生とその防除についての考察

カラスによるトウモロコシ播種及び護芽期に

於ける被害をみると次の事が明らかである。

1. 被害トウモロヨシは通常8寸以下の幼苗

で護芽直後のものが最も多い。

2. 被害トウモロコシはその種子だけが食害

されている。

3. 農作物のカラスによる被害費生は殆んど

6月以後である。

4. 蕃殖期に於けるカラスは抱卵期及び、育雛

V. 

カラスの蕃殖とトウモロコシの被害

蕃

殖

期

VJ[ 

1唖

VJ[ 

VJ[ 

第 3表

l/!iHIIl期間l抱卵期(時期 l
12 語11 ~~ 11引

E 

集
閣
解
散
期

非
蕃
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家族生活期

(排他的〉
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に播種し，由来得れば平生種を選ぶととが必要で、

あると考える。換言すればカラスの蕃殖欣態を指

標として農耕作業の適期を知る事が， トウモロコ

シの播極及び護芽期に於ける被害を防ぐ最もな基

礎的方法で、あろうと思われる。また生物季節の建

いは気象環境の遣いをよく指示するものであるか

ら， とれを利用して誼期適作を行い，被害を最小

限度にとどめるととが出来ると推察される。
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Summary 

According to the statistic issued by the Prefectural Hokkaido Government 434，152 crows have been caught 
for recent 5 years as the result of harmful birds control. Last spring a serious damage of the crow on 

the corn youngling was reported from Kitami District. The corn which was sown on the 15 th of May 

began to sprout" around the 4 th of J une. At that time the crow appeared in the field and drew out the 
younglings to eat the seed which attaches on the root under the ground. The damage covered about 0.75 

acres and no youngling remained alive after 2 days attack. On the 8 th of J une the second sowing was 
done. However， the younglings were artacked again by the crow which increased、morein num ber than 
before. After the third sowing the corn field was given up as the attack had never ceased. Any kind of 

scarecrows had no effect in keeping out the crow. 

It is noted that the crow did the damage only on one and the same corn field though there were many 

corn field in the neighbour. From the observation it was suggested that the damage will be avoided to 

a greater extent when the corn is sowed a little earlier than usual， may be in early May， as it grows strong 
cnough to be attacked becoming more than a feet high. 
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